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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、プレmRNAスプライシング因子に見られるセグメントに類似したアルギニン／セリンに富む領域を含む54kDの核タンパク質をコードしています。このタンパク質の機能はまだ解明されていませんが、構造および免疫局在解析データから、プレmRNAのプロセシングにおいて役割を果たしている可能性が示唆されています。選択的スプライシングにより、異なるタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。さらに、この遺伝子の擬似遺伝子が12番染色体上に発見されています。[RefSeq提供、2010年9月],機能：プレmRNAスプライシングにおいて機能する可能性がある。,類似性：スプライシング因子SRファミリーに属する。,類似性：1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,細胞内局在：スプライソソーム構成因子と共局在する。,サブユニット：PUF60と相互作用する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；DNA/RNA；RNAプロセシングとスプライシング
	画像データ
	

	SFRS11抗体を用いたLOVO細胞およびRAW264.7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

